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新たな本と出会える企画

1 月 10日～
先着 70袋

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。1月8日木までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

1 月 図書館カレンダー

歴
史

に
ふ
れ
る

図書館員が各世代の方におすすめの本を福袋にしました。どんな本が入っている
かは借りてからのお楽しみ！１年の始まりに、新たな本と出会ってみませんか？

の
令和 8年
新春 福 袋 ご案内図書館

図書貸出 福袋
　桜川市真壁には、鎌倉時代から梵鐘を鋳造する鋳
物工房があります。以前、そちらの工房を見学した
折に、素晴らしい音色の梵鐘形の風鈴を購入しまし
た。その風鈴の側面には、天女の舞姿が鋳

い だ

出されて
いました。当時は、装飾的なものであろうと考え、
深く気にすることはありませんでした。
　ある日、歩崎観音
を参詣した際、境内
の梵鐘の腹部に、風
鈴と同様の天女の舞
姿が鋳出されている
のが目に留まり、本
物の梵鐘にも作例が
あるのだと、感動を覚えました。また、この梵鐘は
冒頭に紹介した鋳物工房の作であることも分かり、

驚きました。天女について調べてみると、仏教関連
の書物に「弁

べ ん ざ い て ん

才天・吉
きっしょうてん

祥天で、ともに衆
しゅじょう

生に福徳を
与える女神」とありました。私は市内の寺院を巡り、
天女像が鋳出された梵鐘はないか、調査をしてみま
した。すると、市内では加茂地区の南

な ん え ん じ

圓寺、下土田
地区の往

お う さ い じ

西寺の梵鐘に、美しい天女像を見ることが
できました。
　市外に目を向けてみると、柏市布施に所在し「関
東三弁天」として親しまれる東

と う か い じ

海寺の「布施弁才天
縁起」の中には、天女には「仏法の力で、人々に幸
福や恩恵を与えて救う力がある」と記されています。
また、稲敷市小野の逢

ほ う ぜ ん じ

善寺本堂には、松
まつもと

本楓
ふ う こ

湖によ
る天女の天井画が描かれています。拝観した折に感
じた、妖しいほどの美しさは、今でも鮮明に思い出
すことができます。
　日本人にとって梵鐘は、古くは『平家物語』の冒
頭「祇

ぎ お ん し ょ う じ ゃ

園精舎の鐘の声…」、新しくは童謡「夕焼け
小焼け」に「山のお寺の鐘が鳴る…」というように
さまざまな場面で登場しており、馴染みの深いもの
です。寺院参詣の折には、梵鐘も併せて拝観してみ
てはいかがでしょうか。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

人生の
先輩

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。
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▶日　時：1 月 10日土 午前 9時～　無くなり次第終了
▶場　所：図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター（旧あじさい館）内）
▶対　象：図書館利用カードをお持ちの方（当日作成も可）
▶数　量：全 70袋（1袋 3冊入り）
　　　　　◉ 幼児向け（0歳から就学前向け）…20袋
　　　　　◉ 児童向け…20袋
　　　　　◉ 大人向け…30袋
▶ご確認ください
　・お一人につき１袋　・貸出期間は 2 週間
　・今借りている本の冊数をご確認のうえ貸出手続きをお願いします。
　・福袋の貸出はカウンターにお声かけください。(自動貸出機不可 )
　・読了後は通常通り本のみをご返却ください。
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問 図書館 ☎ 029-897-0647

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日（祝日の場合はその翌日）、
月末図書整理日

◎お話会：1月 10日土午前 10時 30分から

図書館ボランティアのご案内
◉��「石のスープの会」は、毎週第 2 土曜日

にお話会を開催しています。
◉��「つくしんぼ」は、児童クラブ・保育所

などへ読み聞かせを行っています。
◉ ��図書整理「ひばりの会」、本を通して交

流を深める「読書会」も活発に活動中。
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歩崎観音の梵鐘に鋳出された天女像
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響きのある歌声で健康維持

　今回は「コーラスあじさい」会長の島
し ま だ

田卓
たくみつ

光さ
んにお話を伺いました。
　「歌うことで呼吸機能が向上すること、そして
会員の皆さんとの交流が何よりも健康維持に繋
がっています。普段の発声練習として、カラオケ
にもよく行きます。ほかの会員の方もカラオケ好
きが多く、色々な曲を皆で歌うこの時間を楽しみ
に集まっています。先生から声を出す姿勢づくり、
喉の使い方を指導いただき、響きのある声が出せ
るようになりました。楽しく歌うことで表情も豊
かになり、元気で明るく過ごせることを実感して
います」
　市内では珍しい混声合唱団。歌うことが好きな
方、楽しみながら健康維持が図れます。ぜひ足を
運んでみて下さい。

▶ コーラスあじさい
▶ 会員 15 名（男 3 女 12）
▶ 平均年齢 78.9 歳
毎月第 2・第 4 土曜日
下稲吉コミュニティエンターで活動中
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